






要旨:北海道において 1973 年から 1992 年までの 20 年間、1 5 歳未満発症の疫学研究を行

ってきた。この 20 年間に 15 歳未満で発症した IDDM 患児は 450 例であった。しかし、こ

の内 54 例は症状のない時に学校検尿で発見され、インスリン治療が開始された。糖尿病

の症状を示し、ケトアシドーシスを伴って発症した 396 例と比較すると、一親等、二親等

に糖尿病の家族歴を有する割合は有意に学校検尿で発見された症例に高かった。この中に

は NIDDM が含まれている可能性を考え、HLA 抗原遺伝子の解析を行った。症例数が少なく

有意差は認めなかったが、急性発症のHLA 抗原遺伝子と基本的に大きな違いは見られなか

った。今後、疫学研究をする上からも、学校検尿で発見される症例を含めた、わが国の小

児期発症 IDDM の多様性の解析が必要である。


